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第３期和光市子ども・子育て支援事業計画
策定のためのアンケート調査
（就学前児童保護者調査）（案）

【調査へのご協力のお願い】

日頃より、市政にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。
市では子ども・子育て支援法等に基づき、待機児童の解消や地域の子育て支援サービスの充実を目指

し、５年間を一期とする子ども・子育て支援事業計画を作成しています。
この調査は、令和７年度からの次期計画の策定に向けた基礎資料にするにあたり、皆様の教育・保育・

子育て支援に関する現在の利用状況や今後の利用希望を把握し、教育・保育・子育て支援施策の充実を
図るため、市内にお住まいで就学前のお子さんがいらっしゃるご家庭の中から 2,000 人を無作為に選ば
せていただき、ご協力をお願いするものです。
ご回答いただいた調査内容は、個々の調査票を公表したり、調査の目的以外に使用したりすることは、

一切ございません。
皆様のご回答が、今後の市の子ども・子育て支援施策を検討する上で、大変重要な資料となりますの

で、お忙しいところ恐縮ですが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

令和６年２月 和光市長 柴﨑 光子

【お問い合わせ先】 和光市子どもあんしん部子ども家庭支援課 電話：048-424-9124

【回答にあたっての注意】
n 宛名の方についてお答えください。
n ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、施設や事業の具体的な利用

の可否を確認・決定するものではありません。実際の利用にあたっては、利用希望を変更し
ていただいて構いません。

n 郵送でお答えの方は、記入が終わりましたら令和６年３月４日（月曜日）までに、返信
用封筒（切手不要）に入れて、ご返送ください。

n この調査はWebブラウザからの回答が可能です。Web による回答を
ご希望の方は、右の二次元コードをスマートフォン・タブレットで読
み込んでください。

n Web アンケートでは、回答した内容に応じて自動で適切な設問のみ
を表示するため、自己の回答による次の設問への分岐を意識せずに回
答できます。また、簡易翻訳による英語表記に対応しています。
（The web survey supports simple translation into English.）

n Webで回答される場合は、最初の設問には、識別用コードを入力して
ください。この識別用コードは、紙の調査票による回答との重複を判
定するために使用されており、個人を特定することはできません。

n Webでお答えの方は、令和６年３月４日（月曜日）までに、回答を完了してください。

二次元

コード

【識別用コード】

uxmmbg
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１ 宛名のお子さんとご家族の状況について

問１ お住まいの地区はどこですか。（１つに○）

問 1-1 お住いの小学校区はどこですか。（１つに○）

問２ お子さんの年齢をご回答ください（調査票記入時点）。（１つに○）

問３ 宛名のお子さんのきょうだいについて人数でお答えください。（□内に数字を記入。
該当するきょうだいがいない場合は「０（ゼロ）を記入」または「空欄（未記入）」と
してください。）

問４ この調査にご回答いただくのは誰ですか。宛名のお子さんから見た関係性でご回答
ください。（１つに○）

※問 4-1 は、問４で「１．母親」、「２．父親」と回答した方にお聞きします。

問 4-1 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてご回答ください。
（１つに○）

１．北エリア（新倉１～８丁目、下新倉１～６丁目、白子３・４丁目）

２．中央エリア（中央１・２丁目、丸山台１～３丁目、西大和団地、本町）

３．南エリア（白子１・２丁目、南１・２丁目、諏訪、諏訪原団地、広沢）

１．白子小学校区

２．新倉小学校区

３．第三小学校区

４．第四小学校区

５．第五小学校区

６．広沢小学校区

７．北原小学校区

８．本町小学校区

９．下新倉小学校区

10．わからない

１．０歳

２．１歳

３．２歳

４．３歳

５．４歳

６．５歳以上

(1)宛名のお子さんの兄・姉
人

(2)宛名のお子さんの弟・妹
人

１．母親 ２．父親 ３．その他（ ）

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない
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２ 子どもの育ちをめぐる環境について

問５ お子さんの子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境は何ですか。
（○はいくつでも）

問６ 日頃、お子さんを見てもらえる親族・知人はいますか。（○はいくつでも）

※問 6-1 は、問６で「１」または「２」（祖父母等の親族に見てもらえる）と回答した方にお聞きします。

問 6-1 祖父母等の親族にお子さんを見てもらっている状況についてお答えください。
（○はいくつでも）

１．家庭

２．地域

３．認定こども園

４．幼稚園

５．保育園

６．その他（ ）

１．日常的に祖父母等の親族に見てもらえる

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に見てもらえる

３．日常的に子どもを見てもらえる友人・知人がいる

４．緊急時もしくは用事の際には子どもを見てもらえる友人・知人がいる

５．いずれもいない

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して

子どもを見てもらえる

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６．その他（ ）

問 6-1 へ

問７へ
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※すべての方にお聞きします。

問７ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。ま
たは相談できる場所はありますか。（１つに○）

※問 7-1 は、問７で「１．いる／ある」と回答した方にお聞きします。

問 7-1 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）
ですか。（○はいくつでも）

３ 保護者の就労状況について

※主に宛名のお子さんの「母親」の状況についてお聞きします。父子家庭の方は、問９へお進みください。

問８ お子さんの母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてご回答くだ
さい。（１つに○）

※問８で「１」または「２」に○をつけた方（お勤めの方）にお聞きします。休業中の方は、休業以前の状況
についてお答えください。

問 8-1 現在の、１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」
をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパター
ンについてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）

１．いる／ある ➡問 7-1 へ ２．いない／ない ➡問８へ

１．祖父母等の親族

２．友人や知人

３．近所の人

４．子育て支援施設

（子育て世代包括支援センターなど）

５．NPO法人

６．保健所・保健センター

７．保育士

８．幼稚園教諭

９．民生委員・児童委員

10．かかりつけの医師

11．和光市の子育て関連担当窓口

12．インターネット

13．その他

（ ）

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で

就労している（産休・育休・介護休業中の方も含む）

２．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で

就労している（産休・育休・介護休業中の方も含む）

３．現在は就労していない、これまで就労したことがない

１週当たり 日、１日当たり 時間

問 8-1 へ

問 8-6 へ
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問 8-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時刻が一定でない場合は、最も多い
パターンについてお答えください。
（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）

問 8-3 通勤で利用している最寄りの駅はどこですか。（１つに○）

※問 8-4 は、問８で「２．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労している（産休・育休・
介護休業中の方も含む）」と回答した方にお聞きします。

問 8-4 フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○）

※問 8-5 は、問 8-4 で「２」（フルタイムへの転換を実現できる見込みがない）と回答した方にお聞きしま
す。

問 8-5 見込みがない理由は何ですか。（○はいくつでも）

➡回答後は問９へお進みください

①家を出る時刻
※24 時間制。１時間未満の端数は切り捨て。 時 （記入例： 時）

②帰宅時刻
※24 時間制。１時間未満の端数は切り上げ。 時 （記入例： 時）

１．和光市駅

２．成増駅・地下鉄成増駅

３．西高島平駅

４．光が丘駅

５．朝霞駅

６．大泉学園駅

７．その他（ ）

８．通勤で電車は利用していない

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への

転換希望があり、実現できる見込みがある

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への

転換希望はあるが、実現できる見込みはない

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を

続けることを希望

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて

子育てや家事に専念したい

１．保育園に空きがなく、利用できない

２．就職活動をする時間がない

３．自分の知識、能力に合う仕事がない

４．フルタイムで働きながら子育てできる適当な仕事がない

５．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

６．その他（ ）

0 8

1 9

問９へ

問 8-5 へ

問９へ
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※問 8-6 は、問８で「３．現在は就労していない、これまで就労したことがない」と回答した方にお聞きし
ます。

問 8-6 就労したいという希望はありますか。
（あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記入
ください。数字は一枠に一字）

※問 8-7 は、問 8-6 で「３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した方にお聞きします。

問 8-7 現在就労していない理由は何ですか。（○はいくつでも）

※主に宛名のお子さんの「父親」の状況についてお聞きします。父子家庭の方は、問 10へお進みください。

問９ お子さんの父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてご回答くだ
さい。（１つに○）

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない）

２．１年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

➡希望する就労形態 ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労）
イ．パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）

➡１週当たり 日、１日当たり 時間

１．保育園に空きがなく、利用できない

２．就職活動をする時間がない

３．自分の知識、能力に合う仕事がない

４．フルタイムで働きながら子育てできる適当な仕事がない

５．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

６．その他（ ）

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で

就労している（産後パパ育休・育休・介護休業中の方も含む）

２．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で

就労している（産後パパ育休・育休・介護休業中の方も含む）

３．現在は就労していない、これまで就労したことがない

問 9-1 へ

問 9-6 へ
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※問９で「１」または「２」に○をつけた方（お勤めの方）にお聞きします。休業中の方は、休業以前の状況
についてお答えください。

問 9-1 現在の、１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」
をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパター
ンについてお答えください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）

問 9-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時刻が一定でない場合は、最も多い
パターンについてお答えください。
（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）

問 9-3 通勤で利用している最寄りの駅はどこですか。（１つに○）

※問 9-4 は、問で「２．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労している（産休・育休・
介護休業中の方も含む）」と回答した方にお聞きします。

問 9-4 フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○）

１週当たり 日、１日当たり 時間

①家を出る時刻
※24 時間制。１時間未満の端数は切り捨て。 時 （記入例： 時）

②帰宅時刻
※24 時間制。１時間未満の端数は切り上げ。 時 （記入例： 時）

１．和光市駅

２．成増駅・地下鉄成増駅

３．西高島平駅

４．光が丘駅

５．朝霞駅

６．大泉学園駅

７．その他（ ）

８．通勤で電車は利用していない

１．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への

転換希望があり、実現できる見込みがある

２．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への

転換希望はあるが、実現できる見込みはない

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を

続けることを希望

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて

子育てや家事に専念したい

0 8

1 9

問 10へ

問 10へ

問 9-5 へ
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※問 9-5 は、問 9-4 で「２」（フルタイムへの転換を実現できる見込みがない）と回答した方にお聞きしま
す。

問 9-5 見込みがない理由は何ですか。（○はいくつでも）

➡回答後は問 10 へお進みください

※問 9-6 は、問９で「３．現在は就労していない、これまで就労したことがない」と回答した方にお聞きし
ます。

問 9-6 就労したいという希望はありますか。
（あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には数字をご記入
ください。数字は一枠に一字）

※問 9-7 は、問 9-6 で「３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答した方にお聞きします。

問 9-7 現在就労していない理由は何ですか。（○はいくつでも）

１．保育園に空きがなく、利用できない

２．就職活動をする時間がない

３．自分の知識、能力に合う仕事がない

４．フルタイムで働きながら子育てできる適当な仕事がない

５．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

６．その他（ ）

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない）

２．１年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

➡希望する就労形態 ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労）
イ．パートタイム、アルバイト等（フルタイム以外）

➡１週当たり 日、１日当たり 時間

１．保育園に空きがなく、利用できない

２．就職活動をする時間がない

３．自分の知識、能力に合う仕事がない

４．フルタイムで働きながら子育てできる適当な仕事がない

５．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

６．その他（ ）
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４ お子さんの平日日中の定期的な教育・保育事業の利用状況について

問 10 お子さんは現在、保育園や幼稚園などの「平日日中の定期的な教育・保育の事業」
を利用されていますか。（１つに○）

※問 10で「１．利用している」と回答した方にお聞きします。

問 10-1 お子さんは、平日日中どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間
を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（○はいくつでも）

１．利用している ➡問 10-1 へ ２．利用していない ➡問 10-10 へ

１．幼稚園（通常の就園時間の利用）

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用の

み）

３．認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた定員 20

人以上のもの）

４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

５．小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員

が概ね６～19人のもの）

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業）

７．企業が主に従業員用に運営する施設（事業所内保育施設・企業主導型保育事業施設）

８．家庭保育室（家庭を基盤とした環境で乳幼児の保育を行っている施設。市が指定し、

乳幼児の保育を委託している）

９．その他の認可外の保育施設

10．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業）

11．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

12．一時保育の非定型利用（保護者の労働、職業訓練等を条件に週３日まで、一時保育室

で子どもを預かる事業）

13．その他（ ）
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問 10-2 平日日中に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用
していますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。（１）１週当たり
の利用日数と、（２）利用開始時刻、（３）利用終了時刻について、□内に具体的な
数字で記入してください（数字は１枠に１字）。
時刻は、必ず 24時間制（例：午後６時の場合は 18時）で記入してください。

問 10-3 現在利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（１つに○）

問 10-4 現在利用している教育・保育事業の実施場所は希望通りの場所ですか。（１つに○）

問 10-5 現在利用している教育・保育事業の実施場所まで、①自宅からはどのような交
通手段を利用していますか。また、②利用している場所までの移動時間はどれくら
いですか。（それぞれ１つに○）

※お子さんが３歳以上で、かつ問 10-1 で、「１」、「２」、「４」に○をつけなかった方（幼稚園、認定こども
園を利用していない方）にうかがいます。
該当しない方は問 10-10 へお進みください。

問 10-6 幼稚園への興味・関心はありますか。（１つに○）

（１）１週当たりの利
用日数

（２）利用開始時刻
※１時間未満は切り捨て

（３）利用終了時刻
※１時間未満は切り上げ

①現在の利用
日 時 時

②希望の利用
日 時 時

１．和光市内 ２．和光市外

１．希望通り ２．希望通りではない（理由： ）

①交通手段
１．自動車
２．自転車

３．徒歩
４．バス

②実施場所までの移動時間
１．５分未満
２．５分以上 10分未満
３．10 分以上 15分未満

４．15分以上 20 分未満
５．20分以上

１．ある（理由： ） ２．ない
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問 10-7 現在、幼稚園を利用してない理由をご回答ください。（○はいくつでも）

問 10-8 幼稚園によっては、平日や夏休み等の長期休みに預かり保育（延長保育）を実
施しているところがあります。預かり保育を実施している場合、幼稚園を平日預か
りの選択肢として検討しますか。（１つに○）

※問 10-9 は、問 10-8 で「１．検討する」と回答した方にお聞きします。

問 10-9 預かり保育（①早朝、②夕方の延長保育）が何時まで実施されていれば幼稚園
を利用しますか。（それぞれ１つに○）

➡回答後は問 11 へお進みください

※問 10-10 は、問 10 で「２．利用していない」（幼稚園や保育園などの定期的な教育・保育事業を利用して
いない）と回答した方にお聞きします。

問 10-10 利用していない理由は何ですか。（１つに○）

※問 10-11 は、問 10-10 で「８．子どもがまだ小さいため」と回答した方にお聞きします。

問 10-11 子どもが何歳くらいになったら利用したいと思いますか。（１つに○）

１．子どもがまだ小さいため

２．早朝・夕方等の預かり時間が短い

３．行きたい幼稚園に空きがない

４．経済的な理由

５．質や場所などに納得できる幼稚園がない

６．その他（ ）

１．検討する ➡問 10-9 へ ２．検討しない ➡問 11へ

①早朝
１．7:00 から実施
２．7:30 から実施

３．8:00 から実施
４．8:30 から実施

②夕方
１．17:30 まで実施
２．18:00 まで実施
３．18:30 まで実施

４．19:00 まで実施
５．19:30 まで実施
６．20:00 まで実施

１．（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利
用する必要がない

２．子どもの祖父母や親戚の人が見ている
３．近所の人や父母の友人・知人が見ている
４．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない
５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない
６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない
７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない
８．子どもがまだ小さいため
９．その他（ ）

１．１歳 ２．２歳 ３．３歳 ４．４歳 ５．５歳
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すべての方にお聞きします。

問 11 現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育の
事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（○はいくつでも）

（注）これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。認可保育園の場合、世帯収入に応じた利用料が設
定されています。

１．幼稚園（通常の就園時間の利用）

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ）

３．認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた定員 20人

以上のもの）

４．認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

５．小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員が概

ね６～19人のもの）

６．家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業）

７．企業が主に従業員用に運営する施設（事業所内保育施設・企業主導型保育事業施設）

８．家庭保育室（家庭を基盤とした環境で乳幼児の保育を行っている施設。市が指定し、乳幼

児の保育を委託している）

９．その他の認可外の保育施設

10．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業）

11．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）

12．一時保育の非定型利用（保護者の労働、職業訓練等を条件に週３日まで、一時保育室で子

どもを預かる事業）

13．その他（ ）

14．特にない
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【参考】

※問 11-1 は、問 11で「１」～「13」のいずれかを回答した方（利用したい事業がある方）にお聞きします。

問 11-1 教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。（１つに○）

※問 11-2 は、問 11で「１．幼稚園（通常の就園時間の利用）」に○をつけ、かつ、「２」～「12」のいずれ
かに○をつけた方にお聞きします。

問 11-2 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強
く希望しますか。（１つに○）

■ファミリー・サポート・センター
育児の援助を受けたい人（依頼会員）と育児の援助を提供できる人（協力会員）が事前に活動内容を話

し合い、援助活動を行う、有償のボランティア活動です。
【依頼会員が協力会員に支払う報酬（30 分ごとの報酬額）】

■一時保育
実施園 みなみ一時保育室・しらこ一時保育室
市が実施する一時保育の利用料金（月曜～土曜日まで）
※ 利用には事前予約が必要です。

※ 上記の他に民間保育園においても、自主事業として一時保育を行っています。

平日（月～金） 土・日曜日、祝日 年末・年始
7:30～19:00 まで： 390 円
平日の上記以外の時間： 450 円

450 円 510 円

延長利用時間 通常利用時間 延長利用時間

利用時間 7:30～8:30 まで 8:30∼16:30 まで
16:30∼18:30 まで

（土曜日は 18:00 まで）

利用料金 200 円（30分毎）
2,200 円

1,200 円（４時間以内）
200 円（30分毎）

１．和光市内 ２．和光市以外

１．希望する ２．いいえ
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５ お子さんのネウボラ拠点（子育て世代包括支援センター等）の利用状況について

すべての方にお聞きします。

問 12 お子さんは、現在、ネウボラ拠点を利用していますか。（１つに○）

※問 12-1～問 12-3 は、問 12で「１．利用している」と回答した方にお聞きします。

問 12-1 おおよその利用日数・頻度（１か月当たり）をご回答ください。（１つに○）

問 12-2 主に利用しているセンター等はどこですか。（１つに○）

問 12-3 主に利用しているセンター等は希望通りの場所ですか。（１つに○）

➡回答後は問 13 へお進みください

※問 12で「２．利用していない」と回答した方にお聞きします。

問 12-4 センター等を利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも）

１．利用している ２．利用していない

■ネウボラ拠点：子育て世代包括支援センター
母子手帳の交付を行い、妊娠中から子育て世代までの相談に応じます。助産師や看護師等の資格を持つ

「母子保健ケアマネージャー」や社会福祉士、保育士等の資格を持つ「子育て支援ケアマネージャー」が
います。親子や親同士がふれあい交流することのできるイベントも開催しています。

１．１か月当たり５日程度

２．１か月当たり 10日程度

３．１か月当たり 15日程度

４．１か月当たり 20日程度

５．１か月当たり 25日程度

１．南子育て世代包括支援センター

２．本町子育て世代包括支援センター

３．中央子育て世代包括支援センター

４．北子育て世代包括支援センター

５．北第二子育て世代包括支援センター

６．産前・産後ケアセンター

１．希望通り ２．希望通りではない（理由： ）

１．場所が遠い

２．曜日、時間が合わない

３．友達がいないので入りづらい

４．場所がわからない

５．センター等について知らない

６．事業の利用方法がわからない

７．特に利用する必要がない

８．その他（ ）

問 12-1 へ 問 12-4 へ
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※問 12-4 で「１．場所が遠い」と回答した方にお聞きします。

問 12-5 センター等が自宅からどれくらいの距離にあれば、利用可能だと思いますか。
（１つに○）

※すべての方にお聞きします。

問 13 センター等について、今後利用したいと思いますか。（あてはまるもの１つに○を
つけ、希望の利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）

問 14 次の事業は、市が独自で実施している子育て支援事業です。これらの中で知ってい
るものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思うものをお答え
ください。①～⑪の事業ごとに、（１）～（３）のそれぞれについて、「１．はい」「２．
いいえ」のいずれかに○をつけてください。なお、事業によっては、お住まいの地域
で実施されていないものもあります。

１．自宅から１km圏内 ２．自宅から２km圏内 ３．自宅から３km圏内

１．利用していないが、今後利用したい

１ヶ月当たり 回程度利用したい

２．すでに利用しているが、引き続き利用したい

１ヶ月当たり 回程度利用したい

３．利用したいとは思わない

（１）
知っている

（↓いずれかに○）

（２）
これまでに利用
したことがある

（↓いずれかに○）

（３）
今後利用したい

（↓いずれかに○）

①プレパパママ教室（両親学級） １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

②新米ママ教室 １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

③赤ちゃん学級 １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

④子どもの発育・発達相談・乳児相談 １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

⑤保育園や幼稚園のあそぼう会等
（園庭開放・相談等）

１．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

⑥産前・産後ケア事業（デイケア・シ
ョートステイ・居宅訪問）

１．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

⑦ファミリー・サポート・センター事
業（ファミリー・サポート、産前・
産後サポート）

１．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ
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６ お子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的な」教育・保育事業の利用希望について

問 15 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、「定期的な」教育・保育の事業の利用
希望はありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、①・②それぞれに
ついて、あてはまる番号１つに○をつけて、利用したい時刻を、必ず 24時間制（例：
午後６時の場合は 18 時）で、□内に数字で記入してください（数字は一枠に一字）。
なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。

※問 15-1 は、問 15（１）の①または②で「３．月に１～２回は利用したい」と回答した方にお聞きします。

問 15-1 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はいくつでも）

（１）
知っている

（↓いずれかに○）

（２）
これまでに利用
したことがある

（↓いずれかに○）

（３）
今後利用したい

（↓いずれかに○）

⑧家庭訪問型子育て支援事業（ホー
ムスタート事業）

１．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

⑨児童センター・児童館 １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

⑩わこうっこクラブ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

⑪わこうプレーパーク １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ １．はい ２．いいえ

（１）利用意向 （２）希望開始時刻
※１時間未満は切り捨て

（３）希望終了時刻
※１時間未満は切り上げ

①土曜日

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎週利用したい

３．月に１～２回は利用したい

時 時

②日曜日・祝日

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎週利用したい

３．月に１～２回は利用したい

時 時

１．月に数回仕事が入るため

２．平日に済ませられない用事をまとめて

済ませるため

３．親等親族の介護や手伝いが必要なため

４．息抜きのため

５．その他

（ ）
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※「幼稚園」を利用されている方（問 10-1 で「１．幼稚園」を選択した方）にうかがいます。

問 16 お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利
用を希望しますか。希望がある場合は、あてはまる番号１つに○をつけて、利用した
い時間帯を、24 時間制（例：午後６時の場合は 18 時時）で、□内に数字で記入して
ください（数字は一枠に一字）。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が
発生します。

※問 16-1 は、問 16で「２」または「３」（休みの期間中、利用したい）と回答した方にお聞きします。

問 16-1 利用を希望する場所はどこですか。（１つに○）

※問 16-2 は、問 16で「３．休みの期間中、週に数日利用したい」と回答した方にお聞きします。

問 16-2 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（○はいくつでも）

７ お子さんの病気の際の対応について（平日日中の教育・保育を利用する方のみ）

平日日中の定期的な教育・保育の事業を利用していると回答した方（問 10で「１」に○をつけた方）にうか
がいます。利用していない方は、問 18にお進みください。

問 17 この１年間に、お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用
できなかったことはありますか。（１つに○）

（１）利用意向 （２）希望開始時刻
※１時間未満は切り捨て

（３）希望終了時刻
※１時間未満は切り上げ

①長期の休暇
期間中

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎週利用したい

３．月に１～２回は利用したい

時 時

１．利用している幼稚園

２．一時保育室など

３．その他

（ ）

１．週に数回仕事が入るため

２．買い物等の用事をまとめて済ませるため

３．親等親族の介護や手伝いが必要なため

４．息抜きのため

５．その他

（ ）

１．あった ➡問 17-1 へ ２．なかった ➡問 18 へ
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※問 17-1 は、問 17で「１．あった」と回答した方にお聞きします。

問 17-1 お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかっ
た場合に、この１年間に行った対処方法としてあてはまる番号すべてに○をつけ、
それぞれの日数も□内に数字で記入してください。
（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください）

【参考】

１年間の対処方法
（↓あてはまるものすべてに○）

日数（年間）
（数字は一枠に一字）

１．父親が休んだ······························································································· 日

２．母親が休んだ······························································································· 日

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった························· 日

４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた························· 日

５．病児・病後児の保育を利用した································································ 日

６．ベビーシッターを利用した······································································· 日

７．ファミリー・サポート・センターを利用した
※「和光市緊急サポート事業」による利用も含まれます。··················

日

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた···················································· 日

９．その他·········································································································· 日

■病児・病後児の保育
諏訪ひかり保育園内、病児・病後児保育室「やわら」にて実施。
利用料は一律 4,000 円。（開設時間は 8：30～18：00）

■和光市緊急サポート事業
市が業務委託している緊急サポートセンター埼玉の紹介により、病気又は病気の回復期にある児童及

び宿泊を伴う児童の保育等の援助を希望する利用会員と援助をしようとするサポート会員の間で行う、
お子さんの預かり事業です。
【利用会員がサポート会員に支払う謝礼】

８時～20時 20 時～８時 宿泊（18時～翌朝９時）
1,000 円／時間 1,200 円／時間 10,000 円／１泊
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※問 17-2 は、問 17-1 で「１」または「２」と回答した方にお聞きします。

問 17-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われま
したか。（１つに○）

※問 17-2 で「１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と回答した方にお聞きします。

問 17-3 利用したかった日数は何日でしたか。なお、病児・病後児のための事業等の利
用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。

問 17-4 病児保育・病後児保育を利用したいと思う理由は何ですか。（１つに○）

問 17-5 病児・病後児保育を利用するために申し込みをしたが、受け入れてもらえなか
ったことがありますか。（１つに○）

※問 17-6 は、問 17-5 で「１．あった」と回答した方にお聞きします。

問 17-6 受け入れてもらえなかった理由はどのようなものでしたか。（○はいくつでも）

➡回答後は問 18 へお進みください

※問 17-7 は、問 17-2 で「２．利用したいとは思わない」と回答した方にお聞きします。

問 17-7 利用したいと思わない理由は何ですか。（○はいくつでも）

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ➡問 17-3 へ

２．利用したいとは思わない ➡問 17-7 へ

１年当たり 日 （※数字は一枠に一字）

１．仕事で休暇が長く取れない

２．親や知人で預かってくれる人がいない

３．その他（ ）

１．あった ➡問 17-6 へ ２．なかった ➡問 18へ

１．受入定員を超えていた

２．病気、けがの状態が重かった

３．その他（ ）

１．職場の休みがとりやすい

２．保育施設が遠い

３．利用手続きが煩雑

４．慣れない場所に病児預けたくない

５．子どものそばにいたい

６．その他（ ）
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８ お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について

問 18 お子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用（冠婚葬祭、リ
フレッシュ等）、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はあり
ますか。ある場合は、あてはまる番号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよ
そ）も□内に数字で記入してください。

※問 18-1 は、問 18で「７．利用していない」と回答した方にお聞きします。

問 18-1 現在利用していない理由は何ですか。（○はいくつでも）

※すべての方にお聞きします。

問 19 お子さんについて、私用（冠婚葬祭、リフレッシュ等）、親の通院、不定期の就労等
の目的で、年間何日くらい問 18のような事業を利用したいと思いますか。（１つに○）

利用している（利用したことがある）事業
（↓あてはまるものすべてに○）

利用日数（年間）
（数字は一枠に一字）

１．一時預かり
（私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業）···············

日

２．幼稚園の預かり保育
（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）···········

日

３．ファミリー・サポート・センター
（地域住民が子どもを預かる事業）··································································

日

４．夜間養護等事業：トワイライトステイ
（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業）····························

日

５．ベビーシッター・家事育児支援サービス
（自宅で子どもを保育又は家事・育児を支援する民間のサービス）··························

日

６．その他（ ）············································· 日

７．利用していない

１．事業の場所が遠い

２．曜日、時間が合わない（一時保育室等

に空きがなかった場合を含む）

３．場所がわからない

４．利用料がかかる・高い

５．サービスの質に不安がある

６．自分が事業の対象者になるかわからない

７．事業の利用方法がわからない

８．特に利用する必要がない

９．その他

（ ）

１．利用したい ➡問 19-1 へ ２．利用する必要はない ➡問 20へ
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※問 19-1 は、問 19で「１．利用したい」と回答した方にお聞きします。

問 19-1 年間で何日くらい利用したいですか。希望の利用目的としてあてはまるものす
べてに○をつけ、それぞれについて 1年間で利用したい日数を□内に数字で記入し
てください。なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。

※すべての方にお聞きします。

問 20 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育
児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで預けることができるサービス「短
期入所生活援助事業（ショートステイ）：児童養護施設等で一定期間、子どもを保護す
る事業」を利用したいと思いますか。（１つに○）

※問 20-1 は、問 20で「１．利用したい」と回答した方にお聞きします。

問 20-1 年間で何日くらい利用したいですか。希望の利用目的としてあてはまるものす
べてに○をつけ、それぞれについて 1年間で利用したい日数を□内に数字で記入し
てください。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。

希望する利用目的
（↓あてはまるものすべてに○）

日数（年間）
（数字は一枠に一字）

１．私用（買い物、習い事等）、リフレッシュ目的········································ 日

２．冠婚葬祭、子どもの親の通院······································································ 日

３．不定期の就労································································································· 日

４．仕方なく子どもを同行させた······································································ 日

５．仕方なく子どもだけで留守番させた··························································· 日

６．その他（ ）···························· 日

１．利用したい ➡問 20-1 へ ２．利用する必要はない ➡問 21へ

希望する利用目的
（↓あてはまるものすべてに○）

日数（年間）
（数字は一枠に一字）

１．冠婚葬祭·········································································································· 日

２．保護者や家族の育児疲れ・不安··································································· 日

３．保護者や家族の病気······················································································ 日

４．その他（ ）····························· 日
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※宛名のお子さんが 0歳児から 2歳児（令和 2年 4月 2日以降生まれ）の方にお聞きします。
該当しない方は、問 22へお進みください。

問 21 宛名のお子さんについて、定期預かり事業（（仮称）こども誰でも通園制度※）の
利用希望はありますか。（１つに○）

※問 21-1 は、問 21で「１．利用したい」と回答した方にお聞きします。

問 21-1 （１）利用希望日数および利用希望時間と、（２）利用開始を希望する子どもの
年齢をそれぞれお答えください。

（１）利用希望（□内に具体的な数字でご記入ください。時間は、必ず（例）09 時～
18時のように 24時間制でご記入ください。数字は一枠に一字）

（２）利用開始を希望する子どもの年齢

１．利用したい ➡問 21-1 へ ２．利用する必要はない ➡問 22へ

■（仮称）こども誰でも通園制度
こども家庭庁は、全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備するとともに、全ての

子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化するため、現行の
幼児教育・保育給付に加え、0歳 6か月から２歳児までを対象に月一定時間までの利用可能枠の中で、就
労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用できる新たな通園給付（「（仮称）こども誰でも通園制度」）の創
設を目指しています。

①１週当たり
利用日数

②１日当たり
利用時間

③希望利用開始時刻
※１時間未満は切り捨て

④希望利用終了時刻
※１時間未満は切り上げ

日 日 時 時

子どもが 歳、 ヶ月になった頃に利用したい
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９ 小学校就学後の放課後の過ごし方について

※問 22～問 25 は、お子さんが５歳以上である方にお聞きします。
お子さんが５歳未満の場合は 25ページ（問 26）へお進みください。

問 22 お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）では、放課後（平日の小学校終了
後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号すべてに
○をつけ、それぞれ希望する１週当たり日数を□内に数字で記入してください。また、
「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時刻も□内に数字で記入してください。
時間は、必ず（例）09時～18 時のように 24 時間制でご記入ください。（１時間未満
の端数は切り上げ。数字は一枠に一字）

小学校低学年（１～３年生）に過ごさせたい場所
（↓あてはまるものすべてに○）

利用希望日数
（数字は一枠に一字）

１．自宅······························································································ 週に 日くらい利用したい

２．祖父母宅や友人・知人宅··························································· 週に 日くらい利用したい

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）········· 週に 日くらい利用したい

４．児童センター（館）···································································
※ 児童センター（館）に併設された学童クラブを

利用する場合は「６」に回答
週に 日くらい利用したい

５．わこうっこクラブ······································································· 週に 日くらい利用したい

６．学童クラブ··················································································
週に 日くらい利用したい

➡下校時から 時まで

７．ファミリー・サポート・センター············································ 週に 日くらい利用したい

８．その他（公民館、図書館、公園など）···································· 週に 日くらい利用したい
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【参考】

問 23 お子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学
校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまる番号す
べてに○をつけ、それぞれ希望する１週当たり日数を□内に数字で記入してください。
また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も□内に数字で記入してくださ
い。時間は、必ず（例）09 時～18 時のように 24 時間制でご記入ください。（１時間
未満の端数は切り上げ。数字は一枠に一字）
※先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。

■わこうっこクラブ
小学校の余裕教室等（第五小学校・北原小学校は放課後子ども総合プラン一体型施設）を活用し、児

童が教育活動サポーターの見守りのもと、宿題・自主学習・室内遊び・外遊び等をして放課後を安全に
過ごす居場所です。保護者の就労の有無にかかわらず、児童が利用できます。
【開催日・開催時間】
平 日：月曜日から金曜日まで放課後～17 時
長期休暇期間：長期休業日：９時～17時

■学童クラブ（学童保育）
対 象 者： 小学校１年生～6年生
保育時間： ①登校日 小学校の放課後～18:00

②休校日（土曜日、振替日、春夏冬休み） 8:00～18:00
※日曜日、祝日、年末年始はお休み

小学校高学年（４～６年生）に過ごさせたい場所
（↓あてはまるものすべてに○）

利用希望日数
（数字は一枠に一字）

１．自宅······························································································ 週に 日くらい利用したい

２．祖父母宅や友人・知人宅··························································· 週に 日くらい利用したい

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）········· 週に 日くらい利用したい

４．児童センター（館）···································································
※ 児童センター（館）に併設された学童クラブを

利用する場合は「６」に回答
週に 日くらい利用したい

５．わこうっこクラブ······································································· 週に 日くらい利用したい

６．学童クラブ··················································································
週に 日くらい利用したい

➡下校時から 時まで

７．ファミリー・サポート・センター············································ 週に 日くらい利用したい

８．その他（公民館、図書館、公園など）···································· 週に 日くらい利用したい
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問 24 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日の学童クラブの利用希望はありますか。
事業の利用には、一定の利用料がかかります。①、②それぞれについて、あてはまる
番号１つに○をつけてください。また、利用したい時間帯を□内に 24時間制（例：午
後６時の場合は 18時）でご記入ください。（数字は一枠に一字）

問 25 お子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の学童クラ
ブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。あてはま
る番号１つに○をつけてください。また、利用したい時間帯を□内に 24時間制（例：
午後６時の場合は 18時）で記入してください。（数字は一枠に一字）

（１）利用意向 （２）希望開始時刻
※１時間未満は切り捨て

（３）希望終了時刻
※１時間未満は切り上げ

①土曜日

１．低学年（１～３年生）の

間は利用したい

２．高学年（４～６年生）に

なっても利用したい

３．利用する必要はない

時 時

②日曜日・祝日

１．低学年（１～３年生）の

間は利用したい

２．高学年（４～６年生）に

なっても利用したい

３．利用する必要はない

時 時

（１）利用意向 （２）希望開始時刻
※１時間未満は切り捨て

（３）希望終了時刻
※１時間未満は切り上げ

長期の
休暇期間中

１．低学年（１～３年生）の

間は利用したい

２．高学年（４～６年生）に

なっても利用したい

３．利用する必要はない

時 時
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10 育児休業の取得状況について

※主に宛名のお子さんの「母親」の状況についてお聞きします。父子家庭の方は、問 27へお進みください。

問 26 （母親）お子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（１つに○）

※問 26で「２．育児休業を取得した（育児休業中である）」に○をつけた方にお聞きします。

問 26-1 （母親）育児休業の取得期間（育児休業中の方は予定の期間）はどのくらいで
すか。（１つに○）

➡回答後は問 27へ（母子家庭の場合は問 28 へ）お進みください。

※問 26で「３．育児休業を取得していない」に○をつけた方にお聞きします。

問 26-2 （母親）育児休業を取得していない理由は次のうちどれですか。
（あてはまるものすべてに○）

➡回答後は問 27へ（母子家庭の場合は問 28 へ）お進みください。

１．働いていなかった

２．育児休業を取得した（育児休業中である）

３．育児休業を取得していない

１．～３か月
２．４～６か月
３．７～12 か月
４．13～18 か月

５．19～24 か月
６．25～36 か月
７．37 か月以上

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった
２．仕事が忙しかった
３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった
４．仕事に戻るのが難しそうだった
５．昇給・昇格などが遅れそうだった
６．収入減となり、経済的に苦しくなる
７．保育所（園）などに預けることができた
８．配偶者が育児休業制度を利用した
９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった
10．子育てや家事に専念するため退職した
11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）
12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった
13．育児休業を取得できることを知らなかった
14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した
15．その他（ ）

問 27へ（母子家庭の場合は問 28へ）

問 26-2 へ

問 26-1 へ
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※主に宛名のお子さんの「父親」の状況についてお聞きします。母子家庭の方は、問 28へお進みください。

問 27 （父親）お子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（１つに○）

※問 27で「２．育児休業を取得した（育児休業中である）」に○をつけた方にお聞きします。

問 27-1 （父親）育児休業の取得期間（育児休業中の方は予定の期間）はどのくらいで
すか。（１つに○）

➡回答後は問 28へお進みください。

※問 27で「３．育児休業を取得していない」に○をつけた方にお聞きします。

問 27-2 （父親）育児休業を取得していない理由は次のうちどれですか。
（あてはまるものすべてに○）

➡回答後は問 28へお進みください。

１．働いていなかった

２．育児休業を取得した（育児休業中である）

３．育児休業を取得していない

１．～３か月
２．４～６か月
３．７～12 か月
４．13～18 か月

５．19～24 か月
６．25～36 か月
７．37 か月以上

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった
２．仕事が忙しかった
３．仕事に戻るのが難しそうだった
４．昇給・昇格などが遅れそうだった
５．収入減となり、経済的に苦しくなる
６．保育所（園）などに預けることができた
７．配偶者が育児休業制度を利用した
８．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった
９．子育てや家事に専念するため退職した
10．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）
11．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった
12．育児休業を取得できることを知らなかった
13．その他（ ）

問 28へ

問 27-2 へ

問 27-1 へ
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11 あなたの子育てや子育て支援に関することについて

問 28 あなたは日頃、子育てに関する情報をどちらから入手していますか。（○はいくつでも）

問 29 あなたは自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも
つらいと感じることが多いと思いますか。（１つに○）

問 30 和光市は、総合的に見て、子育てしやすいところだと思いますか。（１つに○）

問 31 和光市にどのくらい住んでいますか。（１つに○）

問 32 最後に、子育て支援に関してご意見がございましたら、ご自由に記入してください。

調査にご協力いただき、ありがとうございました。

１．親族（親・兄弟姉妹など）

２．近所の人、知人、友人

３．子育てサークルの仲間

４．市役所

５．保育園、幼稚園、学校

６．地域子育て支援拠点（子育て世代包括支

援センター、児童センター（館））

７．広報わこう、子育てガイド、ネウボラガ

イド

８．テレビ、ラジオ、新聞

９．市販の子育て情報誌、育児書

10．インターネット

11．X（旧 Twitter）、Facebook 等の SNS

12．動画サイト（YouTube 等）

13．コミュニティ誌

14．その他（ ）

15．情報の入手先はない

16．情報の入手手段がわからない

１．楽しいと感じることの方が多い

２．楽しいと感じることとつらいと感じるこ

とが同じくらい

３．つらいと感じることの方が多い

４．その他（ ）

５．わからない

１．子育てしやすい ２．ふつう ３．子育てしにくい ４．わからない

１．１年未満 ２．１年～３年 ３．４年～７年 ４．８年～10年 ５．11年以上


